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一海洋研究開発機構による地球ｼﾐｭﾚｰﾀｰ －

～海底の世界にも夢がある～

横浜市金沢区にある独立行政法人海洋研究開発機構(JAMSTEC)の見学会に参加し

た。海洋研究開発機構とは海洋を中心とする水圏、海洋と密接に関連する気圏の変動

から見た地球環境変動の解明、海底からの観測等による地圏の構造と変動の解明、表層

から深海底、地下層の生物圏の構造、役割の解明に向け観測・研究等をしている。

施設は地球環境変動研究地球内部の動的挙動研究海洋・極限環境生物圏研究、海

洋に関する基盤技術開発統合国際深海掘削技術開発の総合的な推進を実施している。

玄関を入ると地球深部探査船「ちきゅう」の模型が据えら、説明によるとNHKテレ

ビでも報道された、海底から掘削してコアを取り出し分析調査をする約57000トンの船

で、現在熊野灘で調査している。研究員は各国から50名ほどが乗船し調査していとの

こと。海面から7000m地下まで掘削し研究を続けている。本部は横須賀にあり、

高知県にはコアの保管庫、青森、沖縄にも施設がある。

横浜の施設では、地球シミュレーターが主なもので、建物は65mほど縦横、耐震

構造で高速道路からの振動、騒音なども遮断してあり相当の費用がかかっているとの

説明もあった。

4階からの見学では、施設全体に大型コンピューターがぎっしりと並べられた施設

で、2009年3月に新しくしたコンピューターが稼働して能力アップしたそうだ。
コンピューターに接続された直径4mほどの地球模型に描かれるシミュレーション

は色とりどりにいつも変化し、迫力があり、地球のどこでも地表の温度、風、海流な

ど地球のあらゆる現象をとらえて見ることできる。

地球の気候変動や生態系の変化、植物の生産などの予測もできるシステムで、温暖
化防止にも今後いっそう役立つものであり、世界に誇る地球シミュレーターシステム
であった。

科学技術の発展は費用がかかるが、未来を展望しての研究所や子どもの夢を育てる
施設も必要だと思った次第である。次ページには海洋からの観測船等の一覧を掲示し
たのでご覧いただきたい。

（日比遙）
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